
6ヽ 確認テス ト

囲解答囲

【】解説a
(1)13番の族 と18番の族の間の数は,18-13=5(か所)

60■ 5=12(m)… 族の間の距離

12× 50=600(m)

(2)4月 は 30日 まで,3月 は31日 までありますので,

5月 8日 → 4月 38日 >3月 69日 より,

(69-10)■ 7=8(週)あ まり3(日 )

金曜日の3日 後は, 月曜日です。

(3)7が 1個 … ―の位は 7

7が 2個 … 7× 7=49よ り,一の位は ?

7が 3拒l… ?× 7=63よ り,一の位は 3

7が 4イ固・…3× 7=21よ り, 一の位は 1

7が 5個 … 1× 7=7よ り,一の位は 7

これより,一の位は(7,9,3,4)の 4個 を周期としてくり返

していることがわかりますので,50■ 4=12(周 期)あ まり2

(個 )よ り,一の位は2て
゛
す。

(4)3+4× (30-1)=119… …,30番目の数

(3+119)× 30■ 2=1830

(5)400=20× 20よ り,□は 20番 目の奇数です。

1+2× (20-1)=39

(6)225=15× 15よ り,外側の 1辺に並んでいるご憑の数は 15

イ匿lです。

外根1の ひとまわりのご塔の個数は,(15-1)× 4=56(イ固)
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←計算で求めることがで きるのは

質悲劣拠」です。

← 31日 の月

…Ⅲl, 3, 5, 7, 8, 10, 12月

30日 の月

―・4, 6,9, 11月

2月 は,平年は 28日 ,う る う年 は

29日

←等差数アllの公式

N番目の数

=は じめ+公差×(N-1)

N番 口の数までのオロ

=(は じめ+お わり)× イ回数■ 2

-1か らN番目の奇数までのオロは

N× N

骸) 右の図で,太線で示した長方形 1つに、S、 くまれるご憑の数は,

(18-3)X3=45(イ 回)

これより,ご塔は全部で,45× 4=180(個 )

5■ 7=0.71428571・ ・・より,(7,1,4,2,8.5)の 6イロを周

期としてくり返していることがわかります。

100■ 6=16(周期)あ まり4(イロ)よ り,小数第 100位 の数字

は2です。

(8)

(9)右のように表にして考えます。

77■ 4=19あ まり1よ り,77は 20段目の一番左にあります。

よって,3× 4?+1=58(番目)

10 この年の3月 の第1水曜日を3月 ①日とします。

水曜日が4回あるとき,日 付のんは,

① 十(① +7)十 ((Э +14)十 ((Э +21)=④ +42

④ +42=66よ り, ① =6

3月 6日 が水曜 日なので,3月 1日 は,水曜 日の 5日 前

→金曜 日

なお,水曜 日が 5口あるとすると, 日付の和は ,

① +(① +7)十 ((D+14)+(① +21)+(① +28)=⑤ +70

となり,66よ り大きくなってしまうため,条件にあいません。
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グループごとに区tノ7つ て表にする

と,すべてのアllが 4ずつ増える等

差数アllに なります。
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■ (1)金 8醒日  (2)55  (3)108個   (4)267個   (5)9行目の5列目

(6):

口 (1)31本    (2)2640円
口 (1)3月 8日の水曜日    (2)3月 23日 の本曜日

(4)た て,横 を1万1ずつ増やすためには,右の図のように

□×2+1(個 )の ご憑が捲妥です。

□×2+1=11+22よ り, 回×2=32, □=16

よって, 16X16+11=267(イ El)

(5)1アll目 に並、Sミ数は,1,4,7,16,… と,すべて平方数になっ

ています。

77に最も近い平方数は,9× 9=81なので,9行 日の 1アll目

は81です。

81-77=4よ り,81か ら4マ ス右にずらした,

9行 日の 5アll日 です。

(6)ま ず,約分されている分数を,約分する前の形で表し,次

のようにグループ分けをします。

② ③ ④ ⑤

①グループは分母が2,個数が1イ回

②グループは分母が3,個数が2個

③グループは分母が4,イ回数が3個

④グループは分母が5,個数が4個

■
２
　
①

２

一
３

１

一
３

３

一
４

２

一
４

１

一
４

４

一
５

３

一
５

２

一
５

１

一
５

３

一
６

２

一
６

１

一
６

K】解説ロ

■ (1)5月 5日 →4月 35日 → 3月 66日 →2月 94日 より,

(94-1)■ 7=13像星)あ まり2(日 )

水曜日の2日 後は,全曜日です。

(2)784は ある数の平方になります。

20× 20=400,30× 30=900よ り,あ る数は20と 30の 間の

数です。

また,784の一の位が 4であることから,あ る数の一の位

は2ま たは8です。22× 22=484,28× 28=784よ り, ある数

は28と わかります。

□は28番 目の奇数なので,1+2× (28-1)=亜

(3)右の図で,太線で示した長方形 1つに、S、 くまれるご塔の数は
,

300■ 4=75(個 )よ り,外根1の 1翌に並、Sミ ご塔の数は,

75■ 3+3=28(イ固)

外側のひとまわりの個数は,(28-1)× 4=108(個 )

← 31日 の月

中●1,3,5,7,8, 10, 12月

30日 の月

・・・4,6,9,11月

2月 は,平年 は 28日 ,う る う年 は

29 日

午 1か らN番目の奇数 までのん は

N× N

← 784=2× 2× 2× 2× 7× 7

より,(2× 2× 7)の平方 というよ

うに,素因数分解で求めることも

できます。
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1+2+3+4十 一十13=91よ り,左から97′番と日の分数は,

①グループの6番 目の数です。これより,分母が 15,分子が

6と なりますので,約分して表すと:です。

口 (1)2000■ 80=25(本 )買 うことができます。

25■ 5=5(本)… 1曰 目の交換でもらえる本数

5■ 5霊 1(本)… 2回 目の交換でもらえる本数

よって,25+5+1=31(本 )

(射 瓶が 5本集まるごとに交換することを考えます。

右の図のOを 買った瓶,● をもらった瓶 とします。

40■ 5=8(列 )よ り,買 う覺妥のある本数 (=○ )は ,

5+4× (8-1)=33(本 )

よって,求める金額は,80× 33=2640 円

口 (1)1番の人が 2回 目に掃除をするのは,の べ 32+4=33(人目)

のときです。

33■ 6=5(日 )あ まり3(人 )よ り, 3月 1日 から数えて6日

日です。

3月 1日 (アに),3月 2日 (木 ),3月 3日 (金),3月 6日 (月 ),
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3月 7日 (火),3月 8日 (水 )よ り,6日 目は 3月 8日 の水曜日
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です。

(2)32と 6の最小公倍数は 96な ので,の べ 96人 目が終わると

1周 して元の組み合わせに戻 ります。

96■ 6=16(日 )が 1周期なので,求めるのは 17日 日です。

右の表より,17=3+5+5+4て
゛
すから,3月 23日 の木B醒 日

です。

小 6上 算数 第 2回 スタンダー ド

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 4/1 2


